～施術所の構造設備の基準について～

あん摩マッサージ指圧、はり、きゅうの業を行う施術所が満たさなくてはならない基準は、次のとおりです。

　　

　一、６．６平方メートル以上の専用の施術室を有すること。

　二、３．３平方メートル以上の待合室を有すること。

　三、施術室面積の１／７以上に相当する部分を外気に開放し得ること。

　　　※これに代わるべき適当な換気装置がある場合はこの限りではない。

　四、施術に用いる器具、手指等の消毒施設を有すること。

　五、常に清潔に保たれていること。

　六、採光、照明及び換気が充分になされていること。

あん摩マツサージ指圧師、はり師、きゆう師等に関する法律に基づく施術所と、柔道整復師法に基づく施術所の両方を開設する場合、それぞれに届出が必要となります。

また、その場合、それぞれ専用の施術室を設ける必要があります。

　※ただし、施術を行う者が一名であり、かつ、あん摩マツサージ指圧師、はり師、きゆう師いずれかの免許と柔道整復師免許、両方の資格を持つ者であるときは、施術室は同一とすることができます。ただし、施術者が２名以上になった場合は、あはき・柔整それぞれの専用施術室が各一以上必要となりますのでご注意ください。
なお、あん摩マッサージ指圧、はり、きゅう業の専用の施術室内において、整体やカイロ等の民間療法など、他の業を行うことはできません。

～届出が必要な場合～

施術所の開設後、以下のような内容に変更があった場合は、変更後１０日以内に保健所への届出が必要となります。

・開設者の氏名及び住所（法人開設の場合は、名称及び主たる事務所の所在地）

・施術所の名称

・業務に従事する施術者及びその氏名、目が見えないものである場合はその旨

・業務の種類（あん摩マッサージ指圧業、はり業、きゅう業の別）

・構造設備の概要及び施術所の平面図

なお、以下の場合等につきましては、変更の届出ではなく、既存の施術所を一旦廃止し、新たに新規の開設届出をしていただく必要があります。

・開設者自体が変更になった（他の方に施術所を譲った、法人経営に切り替えた等）

・施術所そのものが移転した
